
私は1988年に、私は一人のアメ
リカ人宣教師婦人から、福音を聞
きました。渇ききった私の魂はイ
エス・キリストの福音にすぐ応答
しました。その夜、一人で宣教師
からもらった「四つの法則」とい

うトラクトを握り締めて泣きなが
ら、イエス様を、罪からの救い主
としてお受け入れしたのを昨日の
ことのように覚えています。その
直後、私は、その宣教師のお世話

で、米国に高校留学することにな
りました。それから三年間、私は
多くのクリスチャンたちに囲まれ
て、信仰を妨げるものの少ない環
境で過ごしました。しかし、米国
の高校を卒業し、帰国した私は、

あっという間に教会から離れ、世
の価値観に飲まれて行きました。
そんなある日、第一次湾岸戦争
が勃発したのです。それから間も
なく、私の在米中に親しくなった
友人たちが次々に中東に派兵され

て行きました。私はこれを「対岸
の火事」のように見ることができ
ず、深刻に受け止め、様々な思い
に駆られました。

「神がいるならなぜ？」
「神が愛ならなぜ？」
「聖書は本当に真理を語っ
ているのか？」

私は、連日、このような疑問と

向き合い、クリスチャンとして生
きてゆくべきか、あるいは棄教す
べきか悩みました。聖書が本当に
神の言葉なら、そしてキリストが
本当にメシアなら、これは一大事
だと言わねばなりません。しかし

もし違うのなら、私は信仰を捨て
て前進するつもりでした。私は答
えを求めて一人旅に出ることにし
ました。神がいるなら、そして聖

書が真理なら、「しるし」がきっ
と与えられると思ったのです。

私は住んでいた兵庫県から、一
人歩き始めました。三日間野宿し
ながら歩き続けました。その間、
私はずっと神と戦っていました。

「神がいるならなぜ？」「神が愛
ならなぜ？」「聖書は本当に真理
を語っているのか？」三日目、岡
山県のある田舎町で、私は遂に歩
けなくなってしまいました。靴を
脱ぐと大きく皮がめくれていまし

た。私は、そこでヒッチハイクを

しました。気の良いトラックの運
転手が私を広島まで乗せてくれま
した。広島では原爆の凄まじい被
害の記録を見ることになりました。
塞ぎそうな気持ちが、もっと塞ぎ
そうになり、私は急いで広島を後

にしました。旅の最後に到着した
のは長崎でした。行かなくても良
いのに、なぜか、私は原爆記念館
を訪れていました。今思うと、神
は、私があえて見ないようにして

いるものを、首根っこを掴んでよ
く見せようとしていたのだと思い
ます。

長崎の原爆記念館の出口で、私
は自分の心が壊れてゆくのを感じ
ました。多くの人前であるにも拘
らず、私は涙を押さえることがで
きませんでした。翌日、私は夜行

バスで帰途につきました。バスの
中、私は問い続けていました。
「神がいるならなぜ？」「神が愛
ならなぜ？」「聖書は本当に真理
を語っているのか？」しかし想い
に浮かぶのは、湾岸戦争で死んだ

兵士や市民たちの写真。そして広
島と長崎の惨状。神の声らしきも
のは皆無でした。その代わり思い
出したのは哲学者ヘーゲルの言葉
でした。

「人間が歴史から学べるこ
とは、人間は歴史からは何
も学べないということだけ
だ。」（フリドリヒ・ヘーゲル）

何と絶望的な言葉でしょう。し
かし私がこの旅で見てきたものは、
その事実を裏付けるものばかりで
した。私は、この探究の旅の結論
に近づいていました。神はいない。
聖書はでたらめだ。棄教し、前進

しようと。

ところが、この旅路はまだ終わっ
ていなかったのです。疲労困憊し
た重い体を引きずって、私は住ん
でいた四畳半のアパートに帰りま
した。背負っていたバックパック
を「ドサリ」と下した瞬間、私は、

崩れるようにその場に座り込みま
した。二月の寒い時期です。私は
こたつに入りました。すると何と、
こたつが暖かいのです！二週間も
家を空けていたのに、私はこたつ

を消し忘れて出かけたようなので
す！しかし木造の古いアパートで
す。私は出発前に確実にガスの元
栓と電源（キッチンの上に設置さ
れていた）を切ったのを覚えてい
ました。

ではなぜこのこたつがつい
ているのか。

次の瞬間、今度は私の目に

「我、限りなき愛をも
て汝を愛せり」

（エレミヤ記31:3）

というみ言葉が飛び込んできまし
た。それは何年も前に、高校の恩
師（珍しくクリスチャン教師だっ

た）が、半紙に墨で書いてくれた
ものを私が壁に張っていたもので
した。その瞬間、やり場を失って
いた感情が噴き出しました。こた
つは、私の冷え切った体を温め、
まるで優しい羊飼いの腕の中にい

るようでした。私はようやく、こ

のこたつが、神様による「しる
し」だと知ったのです。私は泣い
ていました。

そのとき、ようやく神様の想いが

聞こえてきました。

「神がいるならなぜ？神が
愛ならなぜ？聖書は本当に
真理を語っているのか？と
お前は問うが、それに答え
る前に、お前自身に問う。
人間に・・・罪はないのか？」

私は、今まで本当に心の底から
「悔い改め」たことがありません

でした。人間は地獄に落ちねばな
らないほど「悪」だとは思ってい
なかったのです。しかし、この二
週間で見てきたもの、いや見せ付

けられてきたものは、「人間には
罪があり、その責任を神から問わ
れている。私たちは、神に対し負

債を負っている」ということのも
う一つの「しるし」だったの
です。それなのに、私は「だから

神はいない」と逆の結論に向かっ
ていたのです。私は方向転換する
必要があると気付きました。そし
て初めて、自分は地獄に落ちるべ
き者であるという認識から、神に

祈ったのです。

すると十字架がこれまでになく意
味を持つ存在として輝き始めたの
です。

十字架とは、絶望しなけれ
ば理解できない真理だとい
うことを始めて悟りました。

私の探求の旅は、こうして平安と
喜びの結論に到達したのでした。

私はそれから間もなく、万感の思
いで「洗礼」を受けました。そし
て再び、渡米し、大学に入りまし
た。専攻は「報道写真」でした。

しかし入学して三ヶ月後、私の人
生を、さらに大きく変える出来事
が待っていたのです。

それが『爆発伝道』でした。

ある日曜日、いつものように教会
に行くと、友人が、「トモは今日
から、爆発伝道のクラスよ」と言
うのです。それまでは留学生のた
めのバイブルクラスに通っていた
のですが、その日から違うクラス

へ行けと言うのです。しかし「爆
発伝道」のクラスは登録制で、私
には申し込んだ記憶がないのです。
しかし確かに、私の名前が登録さ
れていました。未だに誰が登録し

たのか分かりません。

仕方がないといった気持ちで、そ
のクラスに向かいました。それは、
個人伝道の方法を指導するクラス
でした。伝道に関心が無かった私

は、とても困りました。人前で喋
ることは苦手でしたし、しかも英
語で伝道するなんてとても自信が
ありませんでしたし、想像さえで
きませんでした。

しかし、翌週の水曜日には早速、
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心がけよう 三つの霊性

①肯定の霊性 ヨハネの福音書11:14

「信じるなら、あなたは神の栄光を見る」
②奇跡の霊性 ルカの福音書18:27

「人にはできないことが、神にはできる」
③期待の霊性 へブル人への手紙11:6

「神は報いて下さる方である」
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訪問伝道に遣わされてしまったの
です。私は新参者ですから、二人

の先輩について、出かけました。
訪問した家は、小さなアパートで、

四十代前半の女性とその娘が住ん
でいました。その女性は少し疲れ

た顔をしています。お話を伺うと、
最近離婚したばかりだそうです。
始めは他愛のない会話が続きまし
たが、リーダーが、頃合いを見計
らって、会話を巧みに福音伝道へ
とシフトさせました。「爆発伝道」

では、二つの質問から入るのです。

「ところで、あなたは自分
が『救われている』と思い
ますか？」

婦人：「・・・よくわかりません。」

「ではもう少し分かりやす
い質問にしましょう。もし、
あなたが今晩死んだとしま
す。そして神様の前に立た
されたとします。そして神
様からこう聞かれたとしま
す。『どうしてあなたを、
私の完璧な天国にお迎えし
なければいけないのですか？
どんな資格があるからあな
たは入れると思いますか？』
このように神様から問われ
たら、あなたは何とお答え
になりますか？」

リーダーは、ここから、巧みに会
話を導き、二十分後には、この女
性を、見事に「信仰告白の祈り」
にまで導いていたのです。その女
性が、軽薄な気持ちで祈っている

のではないことは明らかです。彼
女は咽び泣いているのですから！

そればかりか、彼女は、今の話を
娘にもして欲しいと私たちにせが
みました。そして幼い小学生の娘

を膝に乗せ、もう一度リーダーに
福音を説明してもらいました。そ
の夜、少女も、お母さんと一緒に、
イエス・キリストを救い主として
受け入れる祈りをしたのです。翌
週の日曜日、朗らかな表情で、教

会の礼拝に参加しているその親子
の姿を見て、皆で喜んだものです。

その夜、私の心は静まりません
でした。二人の親子が、目の前で

回心するのを、この目で見たので
す。

永遠の滅びから、永遠のい
のちへと、移される現場に
私は立ち会ったのです。そ
の人々の永遠性を左右する、
崇高な働きに、私たちが用
いられたのです！

興奮冷め止まぬまま、高らかにワー
シップソングを歌いながら、私は

自宅に向けて車を走らせていまし
た。私は、先ほどの「爆発伝道」
の質問を、自問してみました。

「もし今夜、このまま交通事故で
死んで、神様の前に立たされたと

しよう。そして神様からこう聞か
れたとしよう。『どうしてあなた
を、私の完璧な天国にお迎えしな
ければいけないのですか？どんな
資格があるからあなたは入れると

思うのですか？』 このように神
様から問われたら、私は何と答え
よう。」

私は言いました。「はい。それ
は、私がイエス・キリスト
を信じているからです。救
いは、働きによるのではな
く、一方的なあなたの恵に
よるのであり、信仰を通し
て、与えられる賜物だと信
じております。」

すると、心の中に、「お前も救
われているじゃないか」と
いう声が響くのを感じたのです。
この瞬間、私の中で何かが爆発し

ました。フラッシュバックのよう
に何かが見えます。そして不思議
な匂いがしました。それは天国の
景色と匂いだったのかもしれませ
ん。私は、驚きと感動で大声を挙
げていました。それは説明しよう

もない感動でした。私は涙を流し、
鼻水を流し、全身汗でびっしょり
になりました。11月でしたので、
車のウィンドーシールドが、あっ
という間に曇ってしまい、危険だ
と思い、車を高速道路の脇に一次

停車しました。

時計は夜11時頃を指していました。
外の冷たい空気に当たろうと思い、
私は車の外に出ました。涙を拭い

て、呼吸を整えて、気持ちが落ち
着いたら、出発するつもりでした。
ところが、私は結果、そこに一時
間以上留まることになったのです。

ここからの話は、話す相手を選ぶ

ことにしています。信仰を誤解さ
れたくないからです。しかしここ
では、あえて分かち合うことにし
ます。

ペンシルバニア州ランカスター市
から、ハリスバーグ市にむけての

国道283号上の、マウントザイオン
（シオンの山）郡を過ぎたあたり
でした。真冬のペンシルバニアは、
夜空が透き通っていて、星がよく
見えます。呼吸を整えながら、夜

空を見上げていると、何と三つの
星が動いていたのです。私は目の
錯覚だと何度も、自分の目を疑い
ましたが、間違いなく、三つだけ
が、おかしな動きをしているので
す。飛行機だと思いましたが、動

きがおかしいのです。その三つの
星は、互いに距離を縮めたり、広
げたりしながら、ゆっくりと動い
ていました。私は懸命に、それを
見失わないよう見続けました。し
かし、一時間ほど経つと、地平線

に消えていきました。一体この現
象が、何を意味しているのか、ど
う解釈すべきなのか、十六年が経
つ今でも分かりません。

本当に不思議な夜でした。何が、
自分の身に起きているのか、皆目
見当がつきませんでした。しかし、
確かなのは、私は、別人になって
いたということです。その後、私
は道路をユーターンし、来た道を

戻り、最も親しくしていた友人夫
婦を訪ねました。夜も12時を回っ
ており、彼らは、興奮し泣きはら
している私の顔を見て心配しまし
た。私が交通事故にあったと思っ
たのです。

私は下手な英語で、しゃくり上げ

ながら伝えました。「今晩二人
が救われた！そして変な星
を見て・・・そして・・・
とにかくI'm saved! I'm
saved! 僕は救われている！
僕は救われているんだ！」

事情が分かったらしく、その夫婦
は、「トモ、あなたはボーンアゲ

イン（新生）したんだわ！」と一
緒に涙を流して喜んでくれました。
私は興奮を抑えることができず、
家に戻ってから、一晩中、日本に

いる親族や、友人たちに、手紙を
書き続けました。イエス様を信じ

て欲しいと。私は、その日から、
救われた喜びで、一杯でした。そ
して「爆発伝道」の方法を用いて、
毎日、伝道するようになりました。
それが楽しくて、嬉しくて仕方が

なくなったのです。ところが一つ
困ったことがありました。せっか
く大学に入ったばかりなのに、専
攻科目（報道写真）への関心が、
消えてしまったのです。結局私は、
その大学を止めて、一生伝道した

いと思い、聖書大学に入り直し、
後に神学大学院を終了して日本に
戻りました。

あの日、私は、本当に何かに執
りつかれたようになっていました。

それが聖霊様のお働きだったとい
うことは、ずっと後になって知り
ました。ある時、ホーリネス系の
教会で、この証をしたら、そこの
牧師先生が「それはきよめ体験だ
よ」と教えてくれました。別の福

音主義の教会で証をしたら、「ボー
ンアゲイン（新生）体験」だと言
われました。ペンテコステ系の教
会で証をしたら、それは「聖霊の
バプテスマ」だと教えてくれ、歓

喜したのを覚えています。でも
「異言」は出なかったというと、
「では違うかも知れない」と言わ
れ、混乱したものです。

いずれにせよ、深い悔い改めの伴

う「洗礼」のあと、私は「爆発伝
道」を通して聖霊様の力を頂き、
変えられました。救いの確信が与
えられ、伝道の喜びを知りました。
私はもはや人から言われたから信
じているのではありません。聖書

にそう書いているからという理由
だけでも信じているのでもありま
せん。私は、キリストと出会った
のです。自分で体験したから信じ
ているのです。この「爆発伝道」

から、皆様も、爆発的な聖霊様の
祝福をお受けになられることを心
からお勧め致します。
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